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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第12期

第３四半期
連結累計期間

第13期
第３四半期
連結累計期間

第12期

会計期間
自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年12月31日

売上高 (千円) 48,224 25,391 68,575

経常損失(△) (千円) △425,035 △810,158 △616,644

四半期(当期)純損失(△) (千円) △428,433 △813,791 △621,997

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △430,295 △808,263 △623,553

純資産額 (千円) 3,553,793 3,705,299 4,502,733

総資産額 (千円) 4,071,643 3,852,024 4,729,951

１株当たり四半期(当期)
純損失金額(△)

(円) △83.84 △121.65 △113.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 86.9 95.9 95.2
 

 

回次
第12期

第３四半期
連結会計期間

第13期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △32.27 △34.81
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四

半期(当期)純損失であるため、記載しておりません。

　

 
 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

本文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済対策や金融政策により穏やかな景気回復基調にあ

りましたが、消費税率引き上げによる需要の減退や円安の進行による原材料・エネルギー価格の高騰、新興国の経

済成長鈍化等の海外景気に対する不安要素のため、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループではイオン液体を利用した独自の経皮製剤技術ILTS
Ⓡ
(Ionic Liquid

Transdermal System)を用いて、低分子から高分子に至る様々な有効成分の経皮吸収性を飛躍的に向上させること

により、新しい付加価値を持った医薬品を開発することを事業の中核に据え、当社グループの最重要パイプライン

である消炎鎮痛貼付剤 ETOREAT
Ⓡ
（エトドラクテープ剤）について製品化に向けた開発を推し進めており、米国に

おいて第Ⅲ相臨床試験を実施し、承認申請に向けて規制当局である米国食品医薬品局（FDA：Food and Drug

Administration）との協議を進めて参りました。FDAとの協議の結果、追加の臨床試験が必要となっております。

また、後続パイプラインの研究開発及び提携候補先との契約交渉を行うなど、事業の拡大を図るとともに、当社の

上市製品である褥瘡・皮膚潰瘍治療剤「ヨードコート軟膏」等の製品を提携先の製薬会社を通じて販売してきまし

た。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は25百万円（前年同期は48百万円）、研究開発費用とその他

経費を合わせた販売費及び一般管理費は820百万円（前年同期は445百万円）を計上しました。営業損失は803百万

円（前年同期は400百万円）、経常損失は810百万円（前年同期は425百万円）、四半期純損失は813百万円（前年同

期は428百万円）となりました。

なお、当社は単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて877百万円減少し、3,852百万円となりまし

た。これは主に現金及び預金が908百万円減少したこと等によるものであります。

流動資産は3,092百万円となりました。主な内容は、現金及び預金3,028百万円等であります。固定資産は759百

万円で、主な内容は投資有価証券405百万円、建物及び構築物201百万円であります。

　

(負債)

負債は、前連結会計年度末に比べて80百万円減少し、146百万円となりました。これは主に１年内返済予定の長

期借入金の返済99百万円、未払金の増加13百万円等によるものであります。

流動負債は63百万円となりました。主な内容は未払金42百万円等であります。固定負債は83百万円となりまし

た。主な内容は持分法適用に伴う負債70百万円等であります。　
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(純資産)

純資産は、前連結会計年度末に比べて797百万円減少し、3,705百万円となりました。これは主に四半期純損失

813百万円により利益剰余金のマイナスが813百万円拡大したこと等によるものであります。

なお、自己資本比率は、前連結会計年度末の95.2％から95.9％となっております。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は589百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,645,200

計 11,645,200
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,689,700 6,689,700
東京証券取引所
(マザーズ)

単元株式数は100株でありま
す。

計 6,689,700 6,689,700 ― ―
 

(注) 提出日現在発行数には、平成26年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 平成26年９月30日 ― 6,689,700 ― 4,560 ― 4,129
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,687,200
66,872 ―

単元未満株式       2,500 ― ―

発行済株式総数 6,689,700 ― ―

総株主の議決権 ― 66,872 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

 

 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,937,145 3,028,226

  売掛金 10,735 3,352

  原材料及び貯蔵品 25,166 17,634

  前渡金 15,016 13,089

  未収入金 14,844 20,030

  その他 4,907 10,100

  流動資産合計 4,007,815 3,092,434

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 217,099 201,003

   機械装置及び運搬具（純額） 13,038 25,241

   工具、器具及び備品（純額） 25,492 28,294

   建設仮勘定 237 30,240

   有形固定資産合計 255,868 284,779

  無形固定資産 1,240 2,981

  投資その他の資産   

   投資有価証券 398,580 405,907

   長期前払費用 23,167 22,634

   差入保証金 38,426 38,426

   その他 4,853 4,861

   投資その他の資産合計 465,027 471,829

  固定資産合計 722,136 759,590

 資産合計 4,729,951 3,852,024

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 3,229 2,646

  1年内返済予定の長期借入金 99,000 ―

  未払金 29,595 42,859

  未払法人税等 18,666 8,253

  その他 7,233 9,610

  流動負債合計 157,724 63,370

 固定負債   

  繰延税金負債 1,751 4,344

  資産除去債務 7,997 8,121

  持分法適用に伴う負債 59,744 70,889

  固定負債合計 69,492 83,355

 負債合計 227,217 146,725
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,560,062 4,560,062

  資本剰余金 4,129,262 4,129,262

  利益剰余金 △4,182,717 △4,996,509

  株主資本合計 4,506,607 3,692,815

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △1,097 4,187

  為替換算調整勘定 △2,776 △2,532

  その他の包括利益累計額合計 △3,873 1,655

 新株予約権 ― 10,828

 純資産合計 4,502,733 3,705,299

負債純資産合計 4,729,951 3,852,024
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高   

 製品売上高 13,199 25,391

 研究開発等収入 35,025 ―

 売上高合計 48,224 25,391

売上原価   

 製品売上原価 3,938 8,953

 売上原価合計 3,938 8,953

売上総利益 44,286 16,438

販売費及び一般管理費 ※1  445,063 ※1  820,427

営業損失（△） △400,776 △803,988

営業外収益   

 受取利息 337 789

 受取賃貸料 1,714 1,522

 為替差益 12,621 ―

 受取研究開発負担金 21,047 17,738

 その他 3,798 715

 営業外収益合計 39,518 20,766

営業外費用   

 支払利息 6,519 ―

 為替差損 ― 8,018

 持分法による投資損失 24,269 18,495

 株式交付費 18,301 ―

 株式公開費用 6,278 ―

 その他 8,407 421

 営業外費用合計 63,776 26,936

経常損失（△） △425,035 △810,158

税金等調整前四半期純損失（△） △425,035 △810,158

法人税、住民税及び事業税 3,436 3,332

法人税等調整額 △37 300

法人税等合計 3,398 3,632

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △428,433 △813,791

四半期純損失（△） △428,433 △813,791
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △428,433 △813,791

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,552 5,284

 為替換算調整勘定 △309 244

 その他の包括利益合計 △1,862 5,528

四半期包括利益 △430,296 △808,263

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △430,296 △808,263
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日

　　至　平成25年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日

　　至　平成26年９月30日）

研究開発費 249,267千円 589,104千円

給料及び手当 27,972 〃 33,904 〃

減価償却費 3,042 〃 2,895 〃
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

減価償却費 15,736千円 33,390千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

平成25年２月12日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式発行

2,202,200株（発行価格1,000円、引受価額920円、資本組入額460円）により、資本金及び資本準備金がそれぞれ

1,013,012千円増加しております。

平成25年３月12日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割

当増資）による新株式発行349,500株（割当先 野村證券株式会社、発行価格920円、資本組入額460円）により、資

本金及び資本準備金がそれぞれ160,770千円増加しております。

平成25年９月３日にメリルリンチ日本証券株式会社に対して発行した行使価額修正条項付き第６回新株予約権の

権利行使による新株式発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ567,504千円増加しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは医薬品製剤開発及びこれらの付帯業務の単一事業であるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △83円84銭 △121円65銭

 (算定上の基礎)   

四半期純損失金額(△)(千円) △428,433 △813,791

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △428,433 △813,791

普通株式の期中平均株式数(株) 5,110,034 6,689,700

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在しておりますが、１株当たり四半期

純損失であるため、記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。

 
 
 
 
 
 

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月13日

株式会社メドレックス

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   中   田         明   ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   越   智   慶   太   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社メド

レックスの平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年７月１日か

ら平成26年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メドレックス及び連結子会社の平成26年９月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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